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会 議 記 録 （１）  

会議名称 令和元年度第４回北本市地域包括支援センター運営協議会 

開催及び 

開催日時 

令和２年２月１７日（月） 

午後１時３０分～午後２時３０分 

開催場所 北本市役所 １－Ａ会議室 

議長氏名 矢澤  聰 

出席委員 

（者） 

氏名 

矢澤  聰 （桶川北本伊奈地区医師会） 

畠山 克己 （北本市民生委員・児童委員協議会） 

石田 信之（成年後見センター・リーガルサポート埼玉支部） 

遠藤 真理子（居宅介護支援事業所） 

菊池 政義 （北本市老人クラブ連合会） 

小金沢 泰男（北本市民） 

坂田 拓實 （北本市民） 

根岸 光雅 （北足立歯科医師会） 

馬場 義雄 （北本市自治会連合会） 

欠席委員 

（者） 

氏名 

なし 

事務局職員 

氏名 

課長 西村 昌志 課長補佐 川﨑 和美 係長 長島 俊介   

係長 落合 元  主任 川崎 由紀子  主任 石川 雄一 

主事 平田 実可 

 

 

 

会 

議 

次 

第 

１ 開    会 

 

２ 議    題 

（１）地域密着型サービス事業者の指定について 

（２）地域包括支援センター事業評価の進捗について 

（３）令和２年度北本市地域包括支援センター運営方針について 

 

３ 閉    会 

配 

布 

資 

料 

資 料１ 地域密着型サービス事業者の指定ついて 

資 料２ 地域包括支援センター事業評価の進捗について 

資 料３ 令和２年度北本市地域包括支援センター運営方針（案） 

参考資料 国が示す市町村及び地域包括支援センターの評価指標に係る情報収集 
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会 議 記 録 （２） 

発言者 発言内容・決定事項 

 

 

 

 

議長 

 

 

 

 

 

 

全委員 

 

議長 

 

 

事務局 

 

馬場委員 

 

事務局  

 

馬場委員 

 

 

事務局 

 

 

議長 

 

全委員 

 

議長  

 

 

事務局 

 

坂田委員  

１ 開会 

  

２ 議題 

 

会議開催にあたり、前回会議と同様本会議は、北本市情報公開条例２

１条のとおり「公開」とすることで進めさせていただく。 

また、本日、傍聴希望者が１名いるので、北本市附属機関等の会議の

公開に関する規則のとおり、会議資料の閲覧についてお諮りする。特定

の個人が識別されるような情報等がないので、会議資料は閲覧可能とい

うことでよろしいか。 

 

了承。 

 

議題（１）「地域密着型サービス事業者の指定について」、事務局の説

明を求める。 

 

資料１に基づき説明 

 

職員の兼務について、詳しくお聞きしたい。 

 

配置している看護職員が機能訓練指導員を兼務することとなる。 

 

現在の利用者は、指定が市になったとしても継続利用が担保されてる

という理解でよろしいか。 

 

定員が１８名に変更となっても、現在利用者は利用できなくなること

はない。 

 

他に意見がなければ、本件は承認ということでよろしいか。 

 

了承 

 

議題（２）「地域包括支援センター事業評価の進捗について」事務局の

説明を求める。 

 

資料２及び参考資料に基づき説明 

 

 センター職員を対象とした研修については、各センターの標準化を図
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畠山委員  

 

 

 

事務局 

 

議長 

 

 

 

馬場委員 

 

坂田委員 

 

 

遠藤委員  

 

 

 

 

議長 

 

遠藤委員 

  

 

 

議長 

 

 

事務局 

 

小金沢委員 

 

 

事務局 

 

 

るため、センターごとに研修での良かった点や改善する点等を整理する

必要がある。 

 

国の評価指標は、実施しているかいないかを確認するのみで、ＰＤＣ

Ａのサイクルとはなっていない印象を受ける。センターの評価について、

ＰＤＣＡサイクルで進捗を確認していく必要性を感じる。 

 

ＰＤＣＡサイクルができるよう見直しを検討する。 

 

評価指標で実施できていない項目がどう改善していくか、どうなって

いくかをフォローしていっていただきたい。資料で市の対応策を示して

いるので、対応策をプランとしてフォローしていけばいいと考える。 

 

資料２の市の対応をフォローアップしていけばいいと考える。 

 

プランの進捗管理を半年や１年に１回ではなく、３か月に１回のサイ

クルでやっていくことが大事。 

 

資料２で今後の対応策を確認することができ、一歩前進したと感じた。

ケアマネジャーを対象とした地域ケア会議の傍聴も始まり、前に進んで

きたと肌で感じている。ケアマネジャーを対象としたアンケートも聴取

したあとの結果の活用が大事。 

 

参考資料のケアマネジャーのアンケートで意見等あるか。 

 

アンケートの内容は簡潔にまとまっており、最初はこの程度で大丈夫

だと思う。ケアマネジャーの率直な意見を聴取し、実のあるアンケート

にしていただきたい。 

 

議題（３）「令和地域包括支援センターの進捗について」事務局の説明

を求める。 

 

資料３に基づき説明 

 

資料３の下線部で、ケアマネジャーにプラン作成を委託する際「偏ら

ないよう配慮」とあるが、どの程度配慮することが求められるのか。 

 

特定の事業所だけにプラン作成を委託することがないようセンターに

求めている。 
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畠山委員 

 

 

遠藤委員 

 

 

 

議長  

 

 

 

事務局 

 

 

 

議長 

 

 

 

畠山副会長 

センター職員と話しをすると、業務の中でプランの作成が大変という

意見をよく聞く。 

 

要支援者のプラン作成は、要介護のもと比べると手間が多い。一方で、

センターからプラン作成の話が来た場合は、できる限りの支援をしたい

と考えている。 

 

「地域ケア会議の運営方針」について、自立支援に向けた検討のみで

なく、現場では困難事例も検討しているので、実態に則した内容として

困難事例も文面に加えてもいいのではないか。 

 

ケアマネジャーを対象とした勉強会、研修会をセンターごとに開催を

しているので、地域ケア会議も含めて、検討の機会を各センターと整理

をしたい。 

 

以上で、本日の議事は全て終了。 

 

３ 閉会 

 

閉会のあいさつ 

 

 

 

 


